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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域での医療・健康の課題をICTにより解決し、健康で活力にあふれる地
域社会を構築することにある。これには何が必要か、先進的な取り組みを行っている内外の地域医療情報ネット
ワークを調査した。分析の結果以下の結果を得た。（1）日本のネットワークは数的には207カ所に上るが、連携
する医療機関数や患者数では少なく、ビッグデータとは言いがたい。（2）オンライン診療の活用により、患者
情報を共有し、疾病や重症化を防止することができる。（3）オンライン診療の普及や、今後の地域医療分野で
のdigital transformationには、オンライン診療を活用する規制緩和が必須である。

研究成果の概要（英文）：ICTs make it easier to collect, accumulate, and share health and medical 
data among medical institutions. The number of the regional medical information systems has been 
increasing which connects all medical institutions in the region and share patients’ health and 
medical data. Online clinic (digital health) becomes a new concept of telemedicine and enables to 
connect medical doctors and patients staying at home. Based on field studies, this study obtained 
solutions to answer problems such as an increase in medical expenditures related to chronic diseases
 and the reduction of medical resources in less populated regions, that is, ICT enables to solve 
problems by focusing (i) how bigdata will be utilized, that is, how to utilize the data in the 
better and wiser way and (ii) what policies promote online clinic in the age of AI and digital 
transformation (DX). Further deregulation of online clinic is a key to DX in the region.

研究分野： 社会科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、ビッグデータやAIにより、問題の本質を明らかにでき、真の問題解決が可能となることである。
これはデータの経済性（economies of bigdata）といえるもので、規模の経済性やネットワークの経済性にない
ものである。Society 5.0の理論的基礎を与える。
オンライン診療は、地域での他職種連携を実現する。一人の患者に、関係する専門医や他の診療科の医師、さら
には看護師、介護師、薬剤師がオンラインで繋がり、患者個人を総合的に見守り、連携して生活習慣病の予防や
重症化防止を可能にし、地域包括医療連携の確立につながる。これがオンライン診療の社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代中頃の「IT 革命」以降、産業界では新しい産業の誕生、情報の共有による業務の効率

化、スピードの経済性で代表される変革が生じた。各国は ICT（情報通信技術）により経済の構

造変化を遂げている。しかし、電子カルテ（EHR）の普及は大病院のみ、行政サービス IT 化で

ある電子政府の進展度や、初等・中等教育でのインターネット利用といった面では、日本はグロ

ーバルにも相対的に低位に甘んじている。 

本研究は、医療・健康、保健といった分野での ICT のさらなる普及を目的とするものである。

この分野での喫緊の課題は次の 3 点に要約される：①高齢化の進展や医療技術の発展による医

療費の増加、②都市部と過疎地での医療資源のアンバランス、③在宅診療や地域包括ケアの必要

性の高まりである。これらの課題解決に共通的に貢献できるのが ICT である。ICT は直接疾病を

治癒する手段ではないが、かかりつけ医と専門医（医診連携）、様々な診療科の医師間（多職種

連携）、在宅の患者と遠隔地の医療機関間（遠隔医療）など、地域での患者・高齢者情報の共有

を可能にし、医療サービス供給面での効率性の向上、医療のコストの削減、患者やその家族の

QOL を高めるのである。ICT は地域での医療課題を解消し、高齢者や患者を ICT で見守るウェ

ルネス社会が実現でする。ICT でのイノベーションを用いた新しい医療情報ネットワークをどう

構築し、それをどう運用すれば課題が解決できるのか、さらには医療、健康、介護、保健分野で

の ICT を活かすために、政策や制度をどうイノベート（変革）していくか、現在の課題を解決す

るものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、医療機関の都市部への移動、老々介護、増加する医療費といった地域での課題

を、ICT を活用することにより解決し、健康で活力にあふれる地域でのウェルネス社会を構築す

るための政策的基盤を確立することにある。これまで産業界での ICT の利活用・普及には目を

見張るものがあるが、その反面、医療、介護、健康、福祉といった日常生活と直結する分野では、

利活用が必ずしも同様には進んでいない。医療面での技術は著しく進歩したにもかかわらず、医

療費がなぜ減少しないのか、さらに地域での医療・介護のサービスがなぜ充実しないのか、これ

らの課題を解決するには何が必要か、本研究ではこの要因を明らかにし、遠隔医療や地域医療・

介護のさらなる充実、普及のための具体的な政策を提言する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、健康や医療データの蓄積や利活用の現状に焦点を当て、数量的な実証研究を行うこと

であった。しかし、ビッグデータや AI の活用といった先進的な取り組は実際には行われていず、

このような分析方法は用いることができなかった。そこで、これらに関して先進的な取り組みを

行っている内外の地域、団体に対して、健康や医療データの蓄積や利活用の現状に焦点を当て、

医療データの地域内での医療連携や他職種連携の現状を調査した。これを基礎として、今後 AI

時代における健康医療分野での ICT 利活用の方向性を探る研究方法を採用したい。 

 
４．研究成果 

本研究の成果は、以下のように要約される。 

（１）遠隔医療・オンライン診療の経済的効果 

オンライン診療の患者にとっての定性的なメリットは、以下に要約される。 

① 自宅や外出先で診察が可能 

インターネット環境がある場所であれば、病院・クリニックまで行かずに外出先からも利用でき



る。従って、治療と仕事等の両立が可能で、治療の中断や放棄がなくなる。常時慢性疾患患者の

状況を把握でき、その重症化を予防できる。 

② 受付や会計の待ち時間の短縮。 

診察が予約制になり、待合室等での待ち時間がない。また、会計や処方薬の手配もオンライン上

で行うため、待ち時間がない。 

③ 薬受領の短縮 

処方箋が自宅に届き、それをもって薬局に行き薬を受け取ることができる。都合の良い薬局を選

ぶことができる。 

④院内感染・二次感染のリスク 

病院へいく必要がないので、他の患者と接触することによる二次感染の心配がない。 

他方、医療機関側のメリットとして、次の点が挙げられる。 

① きめ細かい診断や治療 

対面診療では、医師は診察時のみしか患者を診ないが、オンライン診療では原則的に 24 時間医

師は患者と向き合うことができ、リアルタイムで病状チェックや診察、投薬の結果を把握できる。

この結果、常時患者の状況に即した治療を行うことができる。 

② 診察の効率化と医師の働き方改革 

オンライン診療と対面診療の組み合わせにより、診察の効率化をもたらす。例えば、オンライン

診療の時間は患者の希望により決められ、それを対面診療の空いた時間に挿入でき、診療時間を

効率的に使用できる。医師の働き方改革を支援するものである。 

オンライン診療の経済社会にとってのメリットは以下のようになる。 

① 医療費の削減 

オンライン診療は最新の ICT を活用して、在宅の患者や高齢者のバイタルデータを管理し、

見守り、結果的に疾病の予防や重症化防止につながる。不必要な⼊院・来院を減らし、在宅医療・

介護の充実を推進する。 

② 医療資源の地域的偏在 

地域での専門医の不足・偏在の問題を解決するのが、遠隔医療であり、オンライン診療である。

地域の診療所と専門医がいる都市部の専門病院とをインターネットでつなぎ、患者は都市部の

病院に出向かなくてもすむ。地域での専門医の不足を補うことができる。 

他方、デメリットとしては、患者には特にないが、医師側に以下のようなものがある。 

① 限定的な診療効果 

オンライン診療は、治療後の患者の状況をモニタリングするという点ではどのような診療科で

も実施し、ある程度の効果が期待できる。しかし、触診といった治療行為は不可能であり、すべ

ての疾患でオンライン診療を実施できる訳ではない。 

② 実施するに当たっての規制やルールが不明確 

医療については、患者の安全性確保が最優先される。診療中に発生した突発的な事態に対して、

オンライン診療ではできない。これのため、オンライン診療や遠隔医療では、様々な規制が設け

られている。また、ICT 機器やシステム、情報のセキュリティについて、一般の医師の知識は少

ない。 

③ 診療報酬 

オンライン診療では、診療報酬がつく治療とそうでないものがあり、規則が複雑で分かりにく

く、制度変更が頻繁に行われる。オンライン診療でも、治療行為に対しては、一般的な対面での

診療報酬と同額のものがつく。しかし、オンライン診療を行ったことに対する遠隔加算と呼ばれ



る報酬部分である。オンライン診療では診療報酬が支払われるものと、そうでないものがあり、

かなり複雑である。 

 

（２）新型コロナウイルス感染と遠隔医療：米国の事例 

世界で最大の感染者数と志望者数を記録している米国では、爆発的な患者数の増加と医療崩壊

に直面している。そのため、コロナ感染症対策として以下のような遠隔医療の規制緩和を行った。 

① 約 80 個の疾病や治療でメディケアからの保険支払いが臨時的に認められた。 

② オンライン診療でも、対面診療と同じ金額がメディアから還付されることとなった。公的な

医療保険からの支払いでは、遠隔医療による診療と対面診療では格差がなくなった。 

③ 日常用いられている Apple の FaceTime, Facebook の Messenger video chat, Google の Hangouts 

video, Skype, zoom といった動画チャットを用いてもよいとされた。 

④ 遠隔精神診療では、再診に加えて初診でも、遠隔でバイオデータをとれるようになった。 

⑤ 患者側には補助的な看護師やその他の療法士がいれば、医師が遠隔から診断してもよいとさ

れた。 

⑥ オンライン診療を行っても、医療保険からの支払いは原則的に対面診療の場合と差別されな

い。また提供される地域、医療機関、介護施設、自宅と言った場所でも差別されない。 

⑦コロナ感染症の蔓延により、医療関係者の不足したため、他の州の医師免許はどの州でも認め

られるようになった。さらに、研修医や医学部卒業生をコロナウイルスに関する診療に携わって

もよいとされた。 

⑧積極的に AI が用いられている。例えば、チャットボットが質問を行い、その回答から感染し

ているかどうかを判定するのである。その質問票は U.S. CDCPPHealthCare 等が考案してものが

用いられている。これと同様の装置は Microsoft や Apple、ベンチャー企業が開発している。 

 

（３）遠隔医療と規制緩和 

①最近の規制緩和 

遠隔医療やオンライン診療に関する規制緩和は、2018 年以降これまで以上のスピードによって

なされてきている。これを（ア）実施上の規制緩和と、（イ）医療保険からの遠隔加算認定の側

面から要約できる。前者では、再診に加えて初診に対してもオンライン診療が認められたことで

ある。これまでの「初診は対面」、あるいは計画診療の中で、3 ヶ月のという対面診療の後にオ

ンライン診療という原則が廃止された。新型コロナウイルス感染により、医療関係者の感染や死

亡が相次ぎ、コロナウイルスに感染していると疑われる患者は、医療機関にいかず初診からまず

オンラインで診療をすることにより、医療関係者の感染防止が目的である。 

後者の遠隔加算に関する規制緩和は、2018 年以降の医療費の改定で大きく前進した。これま

では、電話再診料 73 点のみであった。しかもその加算単位が一回の電話でなく、一ヶ月単位で

あること、患者からかかってきた通話のみといった制約がついていた。今回の初診に対する遠隔

加算、さらには特定疾患療養管理料が認められたが、コロナ感染症対策との限定はついているも

のの画期的である。米国では、対面診療と遠隔医療との間で、保険支払いの格差は解消されてい

る。日本では、依然後者が前者より明らかに低い額となっている。 

② 新しい規制緩和 

医療保険では治療料金はコストを基礎に積上げられている。特定のサービスを提供するために

必要な設備投資、その維持費用、医療関係者の給料・賃金等が積算され、それに適性利益が加え

られる。このような手法は総括原価方式と呼ばれ、交通、電気、ガス、水道、電気通信などの分



野の公益企業で広く適用されてきた。しかし、その問題点として、（ア）サービス供給に必要な

費用が、そのまま料金に転嫁され、これが費用削減インセンティブを阻害する。（イ）技術革新

等の変化に対して柔軟な対応ができない。（ウ）規制に必要な費用情報が正確に把握できない等

が指摘されている。 

総括原価方式に対して、1980 年以降新しい規制緩和が実施されてきた。本研究では、電気通

信産業で実施されたプライス・キャップ規制が、医療制度でも適用が可能であるかどうかを検討

した。プライス・キャップ規制は 1984 年に初めて英国の電気通信産業で採用された。この方式

では、料金の上限のみを設定するもので、上限は現行料金より予想される効率性の改善部分を引

き下げた料金である。公益企業側は、この料金でサービスを供給しなければならないが、その反

面効率性を改善し、コスト削減を実現できればその分利益が増加することになる。従って、効率

性向上のインセンティブを与えるのである。また、次期の上限料金はこの効率性が実現した低い

コストベースに設定されるので、被規制企業は一層コスト削減に励むことになる。このようにし

て効率的なサービス供給が実現する。 

医療分野では、料金は保険の点数になり、点数の決定は概ねコストに基づいている。しかし、

この分野では治療の安全面から様々な規制がかけられており、産業界のように自由なサービス

供給体制を構築することができない。実際の規制、例えば、病院の夜間の当直医には研修医や他

の分野の医師が当たっていることはよく知られている。これもオンライン診療で患者を監視す

ることができれば、低いコストで対面同じ効果を上げることができる。今後は、これまでの遠隔

医療やオンライン診療で蓄積された知見を基礎に、インセンティブ規制が導入できるところか

ら実施を検討すべきである。 
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